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「
地
名
表
記
に
見
る
日
本
国
の
意
識
」
再
考 

 

 

山
本 

い
ず
み 
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は
じ
め
に 

 

本
稿
は
一
九
九
七
年
に
発
行
さ
れ
た
『
名
古
屋
工
業
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
誌
ぱ
い
れ
っ
く
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l.1

』
（
以
下
、
『
ぱ
い
れ
っ
く
』
と
略
す
）
に
掲
載
し
た

拙
稿
「
地
名
表
記
に
見
る
日
本
国
の
意
識
」
を
元
に
、
改
め
て
資
料
を
整
理
し
、
考
察
を
加
え
る
こ
と
で
、

政
治
権
力
が
言
語
に
影
を
落
と
す
様
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

留
学
生
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
記
録
し
、
公
刊
す
る
こ
と
で
、
学
内
外
の
連
携
を
強
め
る
こ
と
を
目
的
に
発

行
さ
れ
た
『
ぱ
い
れ
っ
く
』
は
読
者
層
が
広
く
、
記
事
の
内
容
も
多
彩
で
あ
っ
た
。
よ
い
と
言
え
ば
よ
か
っ

た
の
だ
が
、
張
り
切
っ
て
論
文
を
書
い
た
若
輩
の
身
と
し
て
は
、
ど
こ
か
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
い
た
。
そ
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れ
で
今
回
『T

ran
s/A

ctio
n

s

』
の
創
刊
を
機
に
書
き
直
そ
う
と
考
え
た
次
第
で
あ
る
。 

用
例
中
心
に
考
察
を
進
め
た
前
回
に
比
べ
、
今
回
は
時
代
的
な
背
景
を
よ
り
多
く
取
り
入
れ
て
み
た
。
そ

の
結
果
、
あ
る
言
葉
を
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
か
が
、
い
か
に
深
く
政
治
権
力
と
関
わ
っ
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
に
気
づ
き
、
驚
き
を
新
た
に
し
た
。 

 ２ 

ひ
ら
が
な
か
、
カ
タ
カ
ナ
か 

 

（
１
）
本
稿
の
狙
い
と
基
本
と
す
る
資
料 

ひ
ら
が
な
で
表
記
す
る
の
か
、
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
す
る
の
か
、
こ
の
小
さ
な
違
い
を
ヒ
ン
ト
に
、
明
治
末

期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
日
本
社
会
が
抱
い
た
日
本
国
の
範
囲
に
対
す
る
意
識
の
変
化
を
炙
り
出
そ
う

と
い
う
の
が
本
稿
の
狙
い
で
あ
る
。 

本
稿
で
は
基
本
的
な
資
料
と
し
て
、
金
沢
庄
三
郎
が
編
集
発
行
し
た
『
辞
林
』『
広
辞
林
』
を
用
い
る
。
理

由
は
一
人
の
編
者
に
よ
っ
て
一
貫
し
て
編
集
発
行
さ
れ
た
国
語
辞
書
だ
か
ら
で
あ
る
。 

あ
る
言
葉
が
国
語
辞
書
に
登
録
さ
れ
、
見
出
し
語
と
な
る
こ
と
は
、
そ
の
言
葉
が
日
本
語
と
し
て
の
慣
用

レ
ベ
ル
に
達
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
見
出
し
語
が
ど
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
、
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解
説
さ
れ
る
か
は
、
そ
の
言
葉
が
日
本
の
中
で
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
表

し
て
い
る
。 

ひ
ら
が
な
と
カ
タ
カ
ナ
と
い
う
二
つ
の
表
音
文
字
を
持
ち
、「
外
来
語
は
カ
タ
カ
ナ

で
表
記
す
る
」
と
い
う
の
が
一
般
的
な
現
代
日
本
語
に
お
い
て
、
見
出
し
語
を
カ
タ

カ
ナ
で
表
す
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
言
葉
が
「
外
の
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
を

表
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
も
し
、
一
人
の
編
者
の
判
断
基

準
に
変
化
が
見
ら
れ
る
と
し
た
ら
、
そ
の
原
因
は
、
辞
書
と
い
う
も
の
を
受
容
す
る

社
会
自
体
の
変
化
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

本
稿
で
扱
う
四
本
の
資
料
は
、
具
体
的
に
、
明
治
四
〇
年
初
版
発
行
『
辞
林
』、
明

治
四
四
年
初
版
発
行
『
辞
林
』
、
大
正
十
四
年
初
版
発
行
『
広
辞
林
』
、
昭
和
九
年
新

訂
初
版
発
行
『
広
辞
林
新
訂
版
』
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
を
そ
れ
ぞ
れ
『
辞
林
四

〇
』
『
辞
林
四
四
』
『
広
辞
林
大
正
』
『
広
辞
林
昭
和
』
と
略
し
て
用
い
る
。 

各
辞
書
の
規
模
に
関
す
る
情
報
は
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
挙
げ
て
い
る

数
値
は
当
時
の
筆
者
の
手
作
業
の
産
物
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
一
語
ず
つ
数
え
て
集
計

し
た
も
の
で
あ
る
が
、『
辞
林
四
〇
』
の
見
出
し
語
総
数
の
み
、
十
頁
ご
と
の
平
均
値

表１ 基本資料一覧 

略称 初版発行年 見出し語総数 カタカナ見出し 

辞林４０ 明治 40 年（1907） 約 84,600 語 996 語 

辞林４４ 明治 44 年（1911） 84,355 語 1,140 語 

広辞林大正 大正 14 年（1925） 125,917 語 2,477 語 

広辞林昭和 昭和 ９年（1934） 116,977 語 5,054 語 
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か
ら
推
測
し
た
。
そ
の
後
、
数
え
直
し
て
い
な
い
の
で
、
事
実
と
は
若
干
異
な
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 
（
２
）
凡
例
に
示
さ
れ
た
基
本
方
針 

金
沢
庄
三
郎
は
、
東
京
帝
国
大
学
博
言
学
科
卒
の
言
語
学
者
で
あ
り
、
日
本
に
お
け
る
朝
鮮
語
研
究
の
草

分
け
的
な
存
在
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
イ
ヌ
語
や
琉
球
語
な
ど
の
比
較
研
究
を
す
る
一
方
で
、
ロ
シ
ア
語
や
蒙

古
語
、
中
国
語
な
ど
も
修
め
て
い
た
と
い
う
。
特
に
、「
日
韓
両
国
語
は
同
系
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
者
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
政
治
的
な
利
用
を
考
え
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。 

こ
こ
で
は
ま
ず
、
辞
書
の
編
集
方
針
で
あ
る
凡
例
に
示
さ
れ
た
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
仕
方
に
つ
い
て
比
較

し
、
そ
の
変
化
を
見
た
い
と
思
う
。
各
辞
書
の
凡
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

①
『
辞
林
四
〇
』
凡
例 

一
、
「
イ
ギ
リ
ス
」
語
・
「
フ
ラ
ン
ス
」
語
・
「
ド
イ
ツ
」
語
・
「
ロ
シ
ア
」
語
・
「
ス
ペ
イ
ン
」
語
・
「
ポ
ル

ト
ガ
ル
」
語
・
「
オ
ラ
ン
ダ
」
語
・
梵
語
・
「
ア
イ
ヌ
」
語
・
琉
球
語
、
及
漢
字
の
唐
宋
音
に
屬
す
る
も

の
は
片
假
名
を
以
て
記
し
、
其
他
の
も
の
と
區
別
せ
り
。 
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②
『
辞
林
四
四
』
凡
例 

一
、
…
…
（
『
辞
林
四
〇
』
に
同
じ
）
…
…
・
琉
球
語
・
朝
鮮
語
及
漢
字
の
唐
宋
音
に
屬
す
る
も
の
は
片
假

名
を
以
て
記
し
、
其
他
の
も
の
と
區
別
せ
り
。 

 

③
『
広
辞
林
大
正
』
お
よ
び
『
広
辞
林
昭
和
』
凡
例 

一
、
英
・
佛
・
獨
・
露
・
伊
・
西
・
蘭
竝
び
に
羅
甸
・
希
臘
等
の
古
代
及
び
近
世
歐
洲
語
は
總
て
寫
音
的

假
名
遣
を
用
ひ
、
且
つ
こ
れ
を
表
は
す
に
片
假
名
を
以
て
せ
り
。 

  

①
と
②
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
唯
一
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
②
で
は
琉
球
語
の
後
に
「
朝
鮮
語
」
が
加

え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。 

明
治
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
、
朝
鮮
語
か
ら
日
本
語
に
入
っ
て
来
た
言
葉
は
多
く
な
い
。
そ
し
て
そ
の
言

葉
は
①
『
辞
林
四
〇
』
で
す
で
に
カ
タ
カ
ナ
表
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
明
治
末
期
に
お
い
て
は
、
朝
鮮
語

か
ら
日
本
語
に
入
っ
て
来
た
言
葉
は
外
来
語
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
を
考
え
合
わ
せ
る

と
、
こ
こ
で
な
さ
れ
た
追
加
は
、「
朝
鮮
語
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
付
け
加
え
た
」
と
い
う
程
度
の
訂
正

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
、
こ
の
訂
正
に
は
、
金
沢
の
目
が
朝
鮮
語
に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
影
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響
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。 

②
『
辞
林
四
四
』
が
刊
行
さ
れ
る
前
年
、
明
治
四
三
年
一
月
に
金
沢
庄
三
郎
は
『
日
韓
両
国
語
同
系
論
』

を
三
省
堂
か
ら
刊
行
し
て
い
る
。
こ
こ
で
金
沢
は
二
つ
の
国
語
が
同
じ
根
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い

う
論
を
展
開
し
て
い
る
。
し
か
し
、
よ
っ
て
両
者
が
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
カ
タ
カ
ナ

表
記
す
べ
き
語
と
し
て
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
朝
鮮
語
は
外
の
も
の
で
あ

り
、
朝
鮮
語
か
ら
入
っ
て
来
た
言
葉
は
外
来
語
の
一
つ
だ
と
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
れ
に
対
し
、
③
『
広
辞
林
』
に
な
る
と
様
相
が
変
化
す
る
。
国
名
を
漢
字
一
字
の
略
称
で
表
し
て
い
る

こ
と
は
さ
て
お
き
、
列
挙
さ
れ
て
い
る
言
語
名
に
か
な
り
の
出
入
り
が
あ
る
。 

ま
ず
、
最
も
早
く
日
本
に
入
っ
て
来
た
西
洋
語
で
あ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
抜
け
、
代
わ
り
に
イ
タ
リ
ア
語

が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
違
い
は
、
「
梵
語
・
「
ア
イ
ヌ
」
語
・
琉
球
語
・
朝
鮮
語
及
漢
字

の
唐
宋
音
に
屬
す
る
も
の
」
が
な
く
な
り
、
代
わ
り
に
「
羅
甸
・
希
臘
等
の
古
代
及
び
近
世
歐
洲
語
」
が
追

加
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
部
分
は
、
そ
の
後
に
続
く
「
總
て
寫
音
的
假
名
遣
を
用
ひ
、
」
と
い
う
表
記
方
法
を
定
め
る
表
現

に
か
か
っ
て
い
き
、
字
音
語
に
現
代
仮
名
遣
い
表
記
（
実
際
の
発
音
に
近
い
表
記
）
を
採
用
し
た
こ
と
で
一

世
を
風
靡
し
た
『
広
辞
林
』
の
カ
タ
カ
ナ
語
表
記
の
基
本
方
針
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
カ
タ
カ
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ナ
表
記
す
べ
き
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
語
に
は
、
挙
げ
ら
れ
る
だ
け
の
理
由
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
新

た
に
加
え
ら
れ
た
語
、
逆
に
削
除
さ
れ
た
語
、
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
理
由
が
潜
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

（
３
）
欧
州
語
へ
の
注
目 

『
広
辞
林
大
正
』
で
新
た
に
追
加
さ
れ
た
用
例
の
中
心
は
「
歐
洲
語
」
で
あ
る
。
日
本
の
近
代
社
会
が
発

展
し
て
い
く
に
従
っ
て
、
ラ
テ
ン
語
や
ギ
リ
シ
ャ
語
に
端
を
発
す
る
学
術
用
語
類
が
よ
く
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
。
そ
れ
ら
は
学
者
だ
け
で
な
く
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
謳
歌
す
る
新
し
い
物
好
き
の
人
々
の
間
に
も

広
ま
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
表
１
の
カ
タ
カ
ナ
見
出
し
の
数
に
も
表
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
こ
の
時
期
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
て
ら
れ
た
背
景
に
は
、
第
一
次
世
界
大

戦
（
一
九
一
四
～
一
八
年
・
大
正
三
～
七
年
）
の
存
在
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
日
英
同
盟
を
口
実
に
参
戦

し
、
自
国
を
戦
場
と
す
る
こ
と
な
く
利
権
を
拡
大
し
、
国
際
的
地
位
を
高
め
、
大
戦
景
気
に
沸
い
た
日
本
、

い
わ
ば
漁
夫
の
利
的
な
幸
運
を
得
た
日
本
の
目
が
、
戦
争
の
現
場
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
い
た
の
は
当
然

の
こ
と
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
況
や
そ
れ
に
付
随
す
る
様
々
な
こ
と
、
モ
ノ
や
文
化
、
社
会
を
表
す
言

葉
が
新
聞
紙
面
を
賑
わ
す
よ
う
に
な
れ
ば
、
自
然
と
人
口
に
膾
炙
す
る
よ
う
に
な
り
、
慣
用
レ
ベ
ル
に
達
す

る
。
慣
用
レ
ベ
ル
に
達
し
た
言
葉
は
辞
書
に
登
録
さ
れ
る
。
自
然
の
流
れ
で
あ
る
。 
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（
４
）
消
え
た
ア
イ
ヌ
語
・
琉
球
語
・
朝
鮮
語 

「
歐
洲
語
」
が
新
た
に
加
わ
る
一
方
で
、『
辞
林
四
四
』
か
ら
『
広
辞
林
大
正
』
に
移
る
過
程
で
、
カ
タ
カ

ナ
で
表
記
さ
れ
な
く
な
っ
た
、
つ
ま
り
、
外
来
と
い
う
意
識
が
薄
く
な
っ
た
言
葉
が
あ
る
。
『
梵
語
・
「
ア
イ

ヌ
」
語
・
琉
球
語
・
朝
鮮
語
及
漢
字
の
唐
宋
音
に
屬
す
る
も
の
』
が
そ
れ
で
あ
る
。 

但
し
、
本
稿
で
は
、
主
に
仏
教
で
用
い
ら
れ
る
梵
語
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
）
に
つ
い
て
は
考
察
し
な
い
。

同
様
に
、
「
行
脚
（
ア
ン
ギ
ャ
）
」
「
椅
子
（
イ
ス
）
」
「
和
尚
（
オ
シ
ョ
ウ
）
」
な
ど
の
唐
宋
音
も
、
考
察
の
対

象
外
と
す
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
ア
イ
ヌ
語
・
琉
球
語
・
朝
鮮
語
に
つ
い
て
、
そ
の
三
語
が
消
え
た
背
景

と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
述
べ
る
。
そ
の
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
の
記
述
が
ど
の

よ
う
な
変
遷
を
辿
っ
た
か
、
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
次
章
で
考
え
て
み
よ
う
と
思
う
。 

 

①
ア
イ
ヌ
語
の
背
景 

文
字
を
持
た
な
か
っ
た
ア
イ
ヌ
民
族
に
は
、
自
ら
の
手
で
記
録
し
た
歴
史
が
な
い
。
よ
っ
て
、
残
さ
れ
て

い
る
歴
史
記
録
は
、
彼
ら
と
接
触
し
た
も
の
の
視
点
か
ら
の
記
述
で
し
か
な
い
。 

歴
史
的
に
は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
の
蝦
夷
地
か
ら
北
海
道
へ
の
改
称
、
そ
れ
に
伴
う
本
格
的
な
開

拓
の
開
始
を
契
機
に
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
一
部
は
日
本
国
と
い
う
枠
組
み
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
。
明
治
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十
八
年
（
一
八
五
五
）
日
露
和
親
条
約
に
よ
る
国
境
線
決
定
以
後
、
北
海
道
お
よ
び
樺
太
に
居
住
す
る
ア
イ

ヌ
民
族
は
日
本
国
民
と
な
っ
た
。
民
族
と
し
て
は
分
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

言
葉
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
固
有
の
文
字
を
持
た
ず
、
ま
た
、
ア
イ
ヌ
民
族
全
体
を
統
括
す
る
者
が

存
在
し
な
か
っ
た
た
め
、
い
わ
ゆ
る
標
準
語
の
よ
う
な
も
の
は
存
在
し
な
い
。
明
治
初
期
の
段
階
か
ら
、
政

府
に
よ
る
同
化
政
策
が
推
し
進
め
ら
れ
、
日
本
語
教
育
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
伝
統
的
な
狩
猟
生
活
か
ら
農

耕
生
活
へ
の
転
換
が
強
制
的
に
進
め
ら
れ
た
。
一
方
で
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
は
、
ア
イ
ヌ
民
族
の

尊
厳
を
確
立
す
る
た
め
に
「
北
海
道
ア
イ
ヌ
協
会
」
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。 

以
上
の
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
地
理
的
な
近
さ
や
接
触
期
間
の
長
さ
の
割
に
、

ア
イ
ヌ
語
か
ら
日
本
語
に
借
用
語
と
し
て
入
り
込
ん
だ
言
葉
は
数
が
少
な
い
。 

 

②
琉
球
語
の
背
景 

沖
縄
県
お
よ
び
鹿
児
島
県
奄
美
群
島
で
用
い
ら
れ
る
言
語
と
日
本
語
と
の
関
係
は
、
別
の
言
語
と
見
な
す

立
場
と
、
日
本
語
内
部
の
一
方
言
と
見
な
す
立
場
と
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、『
広
辞
林
』
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま

用
い
、
琉
球
語
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。 

歴
史
的
に
見
る
と
、
薩
摩
藩
の
間
接
統
治
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
か
ら
始
ま
っ
た
琉
球
処
分
（
施
政
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の
委
任
先
で
あ
る
中
山
王
府
を
廃
し
て
県
を
置
く
施
策
）
を
経
て
、
領
有
権
を
主
張
す
る
清
と
の
戦
争
に
勝

利
し
た
こ
と
（
明
治
二
八
年
・
一
八
九
五
）
で
、
沖
縄
県
は
日
本
の
領
土
と
し
て
国
際
的
に
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。 

日
本
政
府
に
よ
る
皇
民
化
計
画
は
、
そ
れ
以
前
に
遡
り
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
明
治
末
期
に
は

学
校
を
中
心
に
標
準
語
の
普
及
運
動
が
進
め
ら
れ
、
琉
球
語
は
使
用
し
て
は
い
け
な
い
言
葉
と
さ
れ
た
。
一

方
で
大
正
期
に
な
る
と
、
こ
れ
に
対
す
る
反
発
も
生
ま
れ
た
。 

琉
球
語
は
、
ア
イ
ヌ
語
と
同
じ
く
独
自
の
文
字
を
持
た
ず
（
与
那
国
島
の
「
カ
イ
ダ
文
字
」
を
除
く
）
、「
島

が
異
な
る
と
言
葉
も
異
な
る
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
地
域
差
が
大
き
い
。
こ
の
点
も
ア
イ
ヌ
語
と
似
て
い
る
。

本
土
の
日
本
語
と
の
間
に
も
、
会
話
の
内
容
を
互
い
に
全
く
理
解
で
き
な
い
く
ら
い
の
差
が
あ
る
。
そ
の
要

因
の
一
つ
と
し
て
母
音
体
系
の
違
い
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
方
で
、
琉
球
語
と
日
本
語
の
母
音
・
子
音
の
間
に

は
、
一
定
の
対
応
関
係
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
が
同
系
統
と
さ
れ
る
所
以
と
な
っ
て
い
る
。 

琉
球
語
は
独
自
の
文
字
を
持
た
な
か
っ
た
が
、
十
三
世
紀
半
ば
、
仏
教
が
伝
え
ら
れ
た
際
に
日
本
語
の
文

字
も
一
緒
に
伝
え
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
古
い
石
碑
（
玉
陵
の
碑
文
・
一
五
〇
一
年
な
ど
）
に
そ
の
例

が
見
ら
れ
、
主
に
ひ
ら
が
な
が
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
琉
球
王
朝
の
公
文
書
に
は
漢
字
仮
名
混
り

文
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
沖
縄
の
発
音
に
合
わ
せ
た
仮
名
遣
い
と
、
日
本
の
規
範
的
な
名
遣
い
（
い
わ
ゆ
る
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歴
史
的
仮
名
遣
い
）
が
混
在
し
た
。
カ
タ
カ
ナ
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
。 

琉
球
語
か
ら
日
本
語
（
本
土
語
）
に
入
り
込
ん
だ
言
葉
は
少
な
く
、
現
在
で
も
、
料
理
の
名
や
食
材
な
ど

を
除
く
と
、
ほ
と
ん
ど
思
い
つ
か
な
い
。 

 

③
朝
鮮
語
の
背
景 

朝
鮮
半
島
と
日
本
と
の
関
係
は
有
史
以
前
か
ら
の
長
い
付
き
合
い
で
あ
る
。 

明
治
維
新
後
、
近
代
化
を
目
指
す
日
本
政
府
は
、
清
国
や
帝
政
ロ
シ
ア
に
対
抗
す
る
政
策
の
一
環
と
し
て

朝
鮮
半
島
に
着
目
し
、
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
、
清
国
の
支
配
下
に
あ
っ
た
李
氏
朝
鮮
を
巡
っ
て
清
国
と

の
間
に
日
清
戦
争
を
起
こ
し
た
。
こ
の
戦
い
に
は
日
本
が
勝
利
し
た
。 

明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
に
下
関
で
日
清
講
和
条
約
が
結
ば
れ
る
と
、
朝
鮮
は
清
国
の
冊
封
体
制
か
ら

離
脱
し
、
実
質
的
に
日
本
の
影
響
下
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
台
湾
に
台
湾
総
督
府
が
設
置
さ
れ
た
の

も
こ
の
条
約
に
よ
っ
て
で
あ
る
。 

 

そ
の
後
、
植
民
地
化
に
反
対
す
る
義
兵
の
活
動
に
よ
り
日
本
の
支
配
力
は
衰
退
し
、
明
治
三
〇
年
（
一
八

九
七
）
に
は
李
氏
朝
鮮
高
宗
に
よ
っ
て
大
韓
帝
国
が
宣
布
さ
れ
た
。
こ
の
大
韓
帝
国
を
巡
っ
て
、
日
本
と
ロ

シ
ア
が
対
立
し
て
勃
発
し
た
の
が
、
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
の
日
露
戦
争
で
あ
る
。
東
の
外
れ
の
小
国
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日
本
が
ロ
シ
ア
帝
国
に
挑
ん
だ
こ
の
戦
争
は
、
西
欧
の
人
々
を
驚
か
せ
た
。 

日
本
は
苦
し
み
な
が
ら
も
勝
利
し
、
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
ア
メ
リ
カ
の
仲
介
に
よ
り
ポ
ー
ツ
マ
ス

条
約
を
締
結
し
た
。
そ
の
結
果
、
ロ
シ
ア
領
の
南
樺
太
は
日
本
領
と
な
り
、
ロ
シ
ア
の
租
借
地
が
あ
っ
た
関

東
州
の
租
借
権
も
日
本
が
得
た
。 

一
方
で
、
朝
鮮
半
島
で
は
日
本
軍
に
よ
る
実
質
的
な
占
領
が
続
い
て
い
た
。
そ
し
て
、
明
治
四
三
年
（
一

九
一
〇
）
に
は
日
韓
併
合
条
約
が
結
ば
れ
、
日
本
は
朝
鮮
半
島
を
領
有
し
、
大
韓
帝
国
と
い
う
名
前
を
再
び

朝
鮮
に
変
え
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
ま
で
続
く
。 

 

言
葉
の
方
に
目
を
移
す
と
、
表
音
文
字
で
あ
る
ハ
ン
グ
ル
が
登
場
し
た
十
五
世
紀
よ
り
以
前
の
朝
鮮
語
は

漢
文
で
記
述
さ
れ
て
い
た
。
日
本
の
漢
文
訓
読
の
よ
う
に
、
漢
文
の
中
に
朝
鮮
語
の
文
法
要
素
を
書
き
込
む

と
い
う
方
法
は
あ
っ
た
が
、
朝
鮮
語
を
記
述
す
る
固
有
の
文
字
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
影
響
し
て
い
る

の
か
も
知
れ
な
い
が
、
朝
鮮
と
日
本
は
古
く
か
ら
交
流
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
朝
鮮
の
言
葉
が
日
本
語

の
中
に
借
用
語
と
し
て
流
入
し
た
こ
と
を
明
確
に
証
明
で
き
る
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

 

そ
の
一
方
で
、
統
語
面
や
音
韻
面
で
の
著
し
い
類
似
性
を
根
拠
に
、
明
治
時
代
以
前
か
ら
日
本
語
と
朝
鮮

語
は
元
を
同
じ
く
す
る
言
語
、
兄
弟
や
本
家
と
分
家
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
と
主
張
す
る
研
究
者
が
し
ば
し

ば
現
れ
て
い
た
（
荒
井
白
石
・
平
田
篤
胤
な
ど
）
。
こ
う
し
た
理
論
は
、
日
朝
関
係
に
お
け
る
日
本
の
優
位
性
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を
示
す
根
拠
と
さ
れ
、
江
戸
末
期
以
降
の
「
征
韓
論
」
へ
と
繋
が
っ
て
行
っ
た
。 

本
稿
で
資
料
と
し
て
い
る
『
辞
林
』
『
広
辞
林
』
（
以
下
、
『
辞
林
四
〇
』
『
辞
林
四
四
』
を
ま
と
め
て
『
辞

林
』
と
呼
び
、
『
広
辞
林
大
正
』
『
広
辞
林
昭
和
』
を
ま
と
め
て
『
広
辞
林
』
と
呼
ぶ
）
の
編
者
で
あ
る
金
沢

庄
三
郎
も
、
そ
う
し
た
論
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
金
沢
は
、
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
三
省
堂
か
ら
『
日

韓
両
国
語
同
系
論
』
を
刊
行
し
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
は
『
日
韓
同
祖
論
』
を
著
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
、
当
時
の
朝
鮮
半
島
併
合
推
進
論
者
た
ち
に
理
論
的
根
拠
と
し
て
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、

金
沢
自
身
に
は
、「
日
本
語
と
朝
鮮
語
の
元
は
同
じ
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
を
政
治
的
に
利
用
し
よ
う
と
い
う

目
論
見
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
で
、
同
化
政
策
に
は
積
極
的
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

 

以
上
、『
辞
林
』『
広
辞
林
』
に
お
い
て
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
さ
れ
る
見
出
し
語
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
、

そ
の
具
体
例
を
見
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
自
と
さ
れ
て
い
る
言
語
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、

ま
た
、
そ
れ
を
使
用
す
る
国
と
日
本
が
ど
の
よ
う
な
関
係
で
あ
っ
た
か
を
簡
単
に
ま
と
め
た
。 

言
語
そ
の
も
の
に
優
劣
も
な
け
れ
ば
、
善
悪
も
な
い
、
も
ち
ろ
ん
醜
美
も
な
い
。
言
葉
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
る
者
な
ら
、
多
分
賛
成
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
を
使
う
人
と
人
と
の
間
に
は
、
支
配
す

る
者
と
さ
れ
る
者
、
富
め
る
者
と
貧
し
い
者
、
多
数
派
と
少
数
派
、
な
ど
の
関
係
が
生
ず
る
。
す
る
と
、
そ
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こ
に
は
立
場
に
よ
る
評
価
が
下
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
筆
者
は
、
日
本
語
と
ア
イ
ヌ
語
・
琉
球
語
・
朝
鮮
語

お
よ
び
欧
州
語
と
の
間
に
も
同
様
の
原
理
が
働
い
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。 

次
章
で
は
、
そ
れ
が
見
出
し
語
お
よ
び
そ
の
語
釈
と
し
て
ど
の
よ
う
に
表
れ
て
い
た
か
を
具
体
的
に
見
て

い
こ
う
と
思
う
。 

 

３ 

場
所
・
人
・
物
の
表
記 

 

（
１
）
ア
イ
ヌ
語
の
場
合 

 

蝦
夷
（
エ
ゾ
）
は
ア
イ
ヌ
語
で
は
な
い
が
、
場
所
を
表
し
、
そ
こ
に
居
住
す
る
人
を
も
指
す
言
葉
と
し
て
、

古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
。
『
辞
林
』
『
広
辞
林
』
に
も
見
出
し
語
と
し
て
登
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
表
記
は

一
貫
し
て
ひ
ら
が
な
で
行
わ
れ
て
い
る
。
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

え
ぞ
〔
蝦
夷
〕
（
名
）
①
古
昔
、
関
東
よ
り
奥
羽
及
北
海
道
に
か
け
て
蔓
延
し
て
王
化
に
服
せ
ざ
り
し
人
種
。

②
北
海
道
の
古
稱
。
『
辞
林
』 

え
ぞ
〔
蝦
夷
〕
（
名
）
①
古
昔
、
関
東
よ
り
奥
羽
及
北
海
道
に
亙
り
て
棲
息
し
、
王
化
に
服
せ
ざ
り
し
種
族
。
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あ
い
ぬ
。
②
北
海
道
の
古
稱
。
『
広
辞
林
』 

 
見
出
し
語
は
『
辞
林
』
『
広
辞
林
』
共
に
ひ
ら
が
な
で
あ
り
、
同
様
に
語
釈
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、

注
意
深
く
読
む
と
、
人
に
関
す
る
説
明
の
部
分
に
蝦
夷
に
対
す
る
捉
え
方
の
違
い
が
表
れ
て
い
る
。 

具
体
的
に
は
、『
辞
林
』
か
ら
『
広
辞
林
』
に
な
る
過
程
で
、
好
ま
し
く
な
い
も
の
が
は
び
こ
る
様
子
を
表

す
「
蔓
延
」
か
ら
動
物
の
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
「
棲
息
」
へ
、
生
物
学
的
な
特
徴
で
同
化
さ
せ
よ
う
の

な
い
「
人
種
」
か
ら
基
準
次
第
で
同
化
も
可
能
な
「
種
族
」
へ
と
、
人
に
関
す
る
説
明
が
変
化
し
て
い
る
。

敢
え
て
極
端
な
読
み
方
を
す
れ
ば
、「
好
ま
し
く
な
い
異
な
る
者
」
が
「
身
分
の
低
い
仲
間
」
に
な
っ
た
と
も

読
め
る
。
さ
ら
に
、
『
広
辞
林
』
で
は
「
蝦
夷
（
人
）
＝
あ
い
ぬ
」
と
い
う
関
係
が
明
示
さ
れ
、
「
身
分
の
低

い
仲
間
と
は
ア
イ
ヌ
の
こ
と
だ
」
と
言
っ
て
い
る
。 

 

で
は
、
「
ア
イ
ヌ
」
「
シ
ャ
モ
」
と
い
う
、
主
に
明
治
以
降
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
人
を
表
す
二
つ

の
ア
イ
ヌ
語
の
表
記
お
よ
び
語
釈
は
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

ア
イ
ヌ
（
名
）
（
「
ア
イ
ヌ
」
語

A
in

u

）
北
海
道
舊
土
人
の
稱
、
も
と
彼
等
の
語
に
て
人
類
の
義
な
り
し
が
、

今
は
こ
れ
を
以
て
其
種
族
の
名
と
す
。
『
辞
林
四
〇
』 
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ア
イ
ヌ
〔A

in
u

〕（
名
）
北
海
道
舊
土
人
の
稱
、
元
來
彼
等
の
語
に
て
人
類
の
義
な
る
を
、
廣
く
こ
れ
を
以
て

其
種
族
の
名
と
す
。
『
辞
林
四
四
』
※
挿
絵
あ
り
。 

あ
い
ぬ
（
名
）
北
海
道
舊
土
人
の
稱
、
樺
太
・
千
島
等
に
も
散
住
す
、
皮
膚
褐
色
、
目
凹
み
、
齒
美
し
く
、

體
毛
多
し
、
特
種
の
風
俗
・
生
活
を
な
す
、
古
昔
に
は
蝦
夷
と
呼
ば
れ
た
り
、「
あ
い
ぬ
」
と
は
、
元
來
彼

等
の
語
に
て
思
考
者
の
義
な
る
が
、
轉
じ
て
、
其
種
族
の
名
と
な
れ
り
。『
広
辞
林
大
正
』
※
『
辞
林
四
四
』

と
同
じ
挿
絵
あ
り
。 

あ
い
ぬ
（
名
）
…
…
（
『
広
辞
林
大
正
』
に
同
じ
）
…
…
特
種
の
風
俗
を
有
す
、
…
…
（
『
広
辞
林
大
正
』
に

同
じ
）
…
…
『
広
辞
林
昭
和
』
※
『
辞
林
四
四
』
『
広
辞
林
大
正
』
と
は
異
な
る
挿
絵
あ
り
。 

 

シ
ヤ
モ
（
名
）
《
（
「
ア
イ
ヌ
」
語
。
》
蝦
夷
人
の
内
地
人
を
指
し
て
い
ふ
語
。
『
辞
林
』 

し
ゃ
も
（
名
）
《
「
あ
い
ぬ
」
語S

h
am

o
》
隣
人
の
義
。
「
あ
い
ぬ
」
人
の
我
民
族
を
指
し
て
呼
ぶ
稱
。
『
広
辞

林
大
正
』 

し
ゃ
も
（
名
）《
「
あ
い
ぬ
」
語S

h
am

o

》「
隣
人
」
の
義
。「
あ
い
ぬ
」
人
の
我
大
和
民
族
を
指
し
て
呼
ぶ
稱
。

『
広
辞
林
昭
和
』 
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昭
和
に
な
る
と
「
し
ゃ
も
」
の
語
釈
の
中
に
「
我
大
和
民
族
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ

の
こ
と
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
ひ
ら
が
な
に
す
る
か
、
カ
タ
カ
ナ
の
ま
ま
残
す
の
か
、
そ
の
基
準
は
、「
大
和

民
族
に
従
う
べ
き
存
在
か
否
か
」
に
あ
る
気
が
す
る
。 

大
和
民
族
に
従
う
べ
き
も
の
の
言
葉
は
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
か
ら
ひ
ら
が
な
表
記
へ
と
変
わ
り
、『
広
辞
林
』

で
は
和
語
と
同
様
に
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
場
所
や
人
の
名
だ
け
で
は
な
い
。
ア
イ
ヌ
語
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
物
名
「
ア
ツ
シ
（
＝
織
物
の
名
）
」
や
「
ト
ナ
カ
イ
」
な
ど
も
「
あ
つ
し
」「
と
な
か
い
」

と
ひ
ら
が
な
表
記
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
ま
ま
残
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
「
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
」
が
そ
れ
だ
。 

 

コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
（
名
）
《
蕗
の
下
の
人
の
義
》
「
ア
イ
ヌ
」
の
傳
説
に
て
、
最
も
古
く
我
國
に
住
し
た
り
と
い

ふ
人
種
の
名
。
『
辞
林
四
〇
』 

コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
（
名
）《
「
ア
イ
ヌ
」
語
、K

o
ro

p
o

k
-u

n
-g

u
ru

》「
ア
イ
ヌ
」
の
傳
説
に
て
、「
ア
イ
ヌ
」
以
前

に
北
海
道
に
住
し
た
り
と
い
ふ
人
種
。
『
辞
林
四
四
』 

コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
（
名
）《
「
ア
イ
ヌ
」
語
、K

o
ro

p
o

k
-u

n
-g

u
ru

》「
ア
イ
ヌ
」
の
傳
説
に
て
、「
ア
イ
ヌ
」
以
前

に
北
海
道
に
住
し
た
り
と
い
ふ
人
種
。「
地
下
に
住
む
も
の
」
の
義
に
し
て
、
穴
居
の
種
族
な
り
し
が
、
漸
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次
北
方
に
移
り
ゆ
き
て
、
遂
に
其
跡
を
絶
つ
に
至
り
た
り
と
い
ふ
。
『
広
辞
林
』 

 
ア
イ
ヌ
伝
承
で
先
住
民
を
指
す
と
さ
れ
て
い
る
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
、
そ
の
正
確
な
正
体
は
不
明
で
あ
る
が
、『
広

辞
林
』
で
も
カ
タ
カ
ナ
の
ま
ま
表
記
さ
れ
続
け
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
大
和
民
族
に
従
う
べ
き
存
在
と

し
て
の
ア
イ
ヌ
と
、「
跡
を
絶
」
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
従
い
よ
う
の
な
い
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
と
い
う
、
大
和
民
族

と
の
関
係
の
違
い
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。 

 

（
２
）
琉
球
語
の
場
合 

 

金
沢
庄
三
郎
は
、『
辞
林
』
の
凡
例
中
に
わ
ざ
わ
ざ
「
琉
球
語
」
を
挙
げ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
見

出
し
語
と
し
て
取
り
上
げ
、
琉
球
語
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
の
は
、
次
の
語
の
み
で
あ
る
。 

 

グ
ス
ク
（
名
）≪

琉
球
語G

u
sik

u
≫

琉
球
に
て
、
城
の
稱
。
『
辞
林
』 

ぐ
す
く
（
名
）≪

国
語
城
（
シ
キ
）
と
同
系
の
語
な
る
べ
し≫

琉
球
に
て
、
城
の
稱
。
「
中
―
」
。
『
広
辞
林
』 

 

こ
の
他
に
、
そ
の
語
釈
か
ら
琉
球
語
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
も
の
に
、 
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チ
ク
ド
ン
〔
筑
登
子
〕
（
名
）
琉
球
に
て
、
「
さ
と
の
し
」
に
次
ぐ
最
下
の
官
。
『
辞
林
』 

ち
く
ど
ん
〔
筑
登
子
〕
（
名
）
琉
球
に
て
、
「
里
之
子
」
に
次
ぐ
官
。
『
広
辞
林
大
正
』 

ち
く
ど
ん
〔
筑
登
子
〕
（
名
）
琉
球
の
昔
時
、
里
之
子
（
サ
ト
ノ
シ
）
に
次
ぐ
官
。
『
広
辞
林
昭
和
』 

 

が
あ
る
。
場
所
を
表
す
「
グ
ス
ク
」
、
官
職
名
を
表
し
同
時
に
人
を
指
す
「
チ
ク
ド
ン
」
、
と
も
に
『
辞
林
』

の
カ
タ
カ
ナ
表
記
が
、『
広
辞
林
』
で
は
ひ
ら
が
な
表
記
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
や
は
り
、
琉
球
を

日
本
の
一
部
と
し
、
琉
球
語
を
駆
逐
す
べ
き
日
本
の
方
言
の
一
つ
と
見
做
し
て
い
る
日
本
国
の
影
響
を
見
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。 

  

（
３
）
朝
鮮
語
の
場
合 

 

朝
鮮
語
出
自
の
も
の
は
、
地
名
は
も
ち
ろ
ん
、
地
名
に
由
来
す
る
物
名
も
含
め
、『
辞
林
』
か
ら
『
広
辞
林
』

に
な
る
過
程
で
す
べ
て
カ
タ
カ
ナ
表
記
か
ら
ひ
ら
が
な
表
記
へ
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

ま
ず
、
朝
鮮
そ
の
も
の
を
指
す
語
「
カ
ラ
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。 
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カ
ラ
（
名
）
①
古
昔
、
朝
鮮
の
稱
に
い
ひ
し
語
。（
韓
）
。
②
古
昔
、
支
那
の
稱
に
い
ひ
し
語
。（
唐
）
。『
辞
林
』 

か
ら
（
名
）≪

朝
鮮
南
部
の
古
國
意
富
伽
羅
（
オ
ホ
カ
ラ
）
の
名
よ
り
出
づ≫

①
古
昔
、
朝
鮮
の
稱
。
②
古

昔
、
支
那
の
稱
。
（
唐
）
。
③
古
昔
、
外
國
の
稱
。
『
広
辞
林
』 

 

カ
タ
カ
ナ
表
記
さ
れ
た
『
辞
林
』
の
「
カ
ラ
」
に
は
、
中
国
・
朝
鮮
を
外
国
と
し
て
意
識
し
て
い
た
古
い
日

本
の
姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
、『
広
辞
林
』
で
は
ひ
ら
が
な
表
記
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

朝
鮮
の
地
名
に
由
来
し
て
付
け
ら
れ
た
物
の
名
は
、
茶
人
の
言
葉
と
し
て
明
治
以
前
に
入
っ
た
も
の
が
多

く
、
次
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

キ
ン
パ
イ
〔
金
海
〕
（
名
）
朝
鮮
産
の
陶
器
の
一
種
。
（
茶
人
の
語
）
。
『
辞
林
四
〇
』 

キ
ン
パ
イ
〔
金
海
〕（
名
）《
字
の
朝
鮮
音
、K

u
m

-h
ai

の
訛
》
朝
鮮
産
の
陶
器
の
一
種
、
茶
器
に
用
ふ
。『
辞

林
四
四
』 

き
ん
ぱ
い
〔
金
海
〕
（
名
）
《
字
の
朝
鮮
音
、K

u
m

-h
ai

の
訛
》
朝
鮮
産
の
茶
碗
、
陶
質
甚
だ
堅
硬
に
し
て
白

磁
に
近
し
、
茶
道
に
て
賞
用
す
、
赤
み
を
帯
ぶ
る
を
上
品
と
す
。
『
広
辞
林
』 
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こ
の
他
に
も
、
比
較
的
新
し
い
時
代
に
な
っ
て
入
っ
て
き
た
で
あ
ろ
う
物
の
名
、
例
え
ば
「
パ
ッ
チ
」「
ヲ

ン
ド
ル
」
な
ど
も
、
『
辞
林
』
か
ら
『
広
辞
林
』
に
な
る
過
程
で
、
表
記
を
ひ
ら
が
な
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

４ 
外
か
ら
内
へ 

 

明
治
初
期
の
政
論
新
聞
『
朝
野
新
聞
』
（
明
治
五
年
『
公
文
通
誌
』
、
明
治
七
年
九
月
二
四
日
改
名
、
明
治

四
四
年
七
月
十
二
日
ま
で
発
行
、
但
し
明
治
二
六
年
十
一
月
二
〇
日
か
ら
同
三
三
年
七
月
十
四
日
は
休
刊
）

の
中
に
、
官
令
や
蕃
地
事
務
局
記
録
な
ど
に
次
い
で
、
海
外
新
報
、
海
内
新
報
と
い
う
欄
が
あ
る
。
海
外
新

報
は
、
外
国
新
聞
の
翻
訳
記
事
を
取
り
上
げ
、
独
特
の
切
り
口
で
解
説
し
た
も
の
で
あ
り
、
海
内
新
報
は
、

国
内
の
出
来
事
に
つ
い
て
、
教
訓
的
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。 

現
代
の
感
覚
か
ら
言
え
ば
、「
海
外
」
新
報
に
対
応
す
る
の
は
「
国
内
」
新
報
で
あ
ろ
う
。
二
〇
年
前
、『
朝

野
新
聞
』
に
「
海
内
」
と
い
う
馴
染
み
の
な
い
言
葉
を
見
つ
け
た
時
、
小
さ
な
疑
問
が
沸
い
た
。
国
外
と
国

内
、
海
外
と
海
内
、
機
械
的
に
考
え
れ
ば
明
ら
か
に
対
応
す
る
は
ず
の
二
つ
の
組
み
合
わ
せ
は
、
な
ぜ
、
ず

れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
島
国
日
本
の
海
を
越
え
れ
ば
外
国
と
い
う
図
式
は
ど
う
し
て
成
立
し
な
く
な
っ

た
の
か
。
こ
れ
が
小
論
の
元
と
な
っ
た
論
文
を
書
い
た
き
っ
か
け
で
あ
る
。 
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結
論
か
ら
言
え
ば
、
内
と
外
の
対
応
関
係
の
ず
れ
に
対
す
る
明
確
な
答
え
は
い
ま
だ
出
て
い
な
い
。
た
だ
、

今
回
、
時
代
的
な
背
景
を
よ
り
多
く
考
察
の
中
に
取
り
入
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
外
来
語
の
表
記
と
い
う
、
普

段
あ
ま
り
意
識
し
な
い
こ
と
の
中
に
も
政
治
的
な
意
図
や
社
会
情
勢
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
と
思
う
。 

本
論
の
途
中
で
も
触
れ
た
が
、
言
語
に
は
よ
い
言
語
も
悪
い
言
語
も
な
い
。
筆
者
が
留
学
生
に
日
本
語
を

教
え
る
の
は
、
日
本
語
が
優
れ
た
言
語
だ
か
ら
で
は
な
く
、
そ
れ
が
彼
ら
の
生
活
に
と
っ
て
役
立
つ
言
語
だ

か
ら
で
あ
る
。
日
本
語
に
は
日
本
語
の
素
晴
ら
し
さ
が
あ
り
、
彼
ら
の
言
語
に
は
彼
ら
の
言
語
の
素
晴
ら
し

さ
が
あ
る
。
時
に
政
治
的
支
配
の
道
具
と
し
て
使
用
さ
れ
る
言
葉
、
言
葉
に
関
係
す
る
仕
事
を
し
て
い
る
以

上
、
い
つ
も
こ
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。 
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